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2025年3月期
前期実績

2026年3月期
当期実績

増減額 増減率

売上高 40,474 43,790 3,316 8.2%

営業利益 2,704 2,372 -332 -12.3%

経常利益 3,135 2,554 -581 -18.5%

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,788 1,194 -593 -33.2%

営業利益率 6.7% 5.4% -1.3pt -

為替レート        円／ドル 149.52 159.88 10.36(円安) 6.9%

円／バーツ 4.40 4.86 0.46(円安) 10.5%

           円／ドン 0.0062 0.0060 -0.0002(円高) -3.2%

（金額単位：百万円）

売上高は、株式会社米谷製作所の子会社化やソリューション事業における売上の拡大により増収

営業利益は、北米での売上製品構成変化及び新規立上げコストにより減益
当期純利益は、固定資産の除却に伴う特別損失778百万円計上により減益

１. 2026年3月期 決算概況
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2026年3月期
当期実績

2027年3月期
見通し

増減額 増減率

売上高 43,790 44,800 1,010 2.3%

営業利益 2,372 1,700 -672 -28.3%

経常利益 2,554 1,800 -754 -29.5%

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,194 1,500 306 25.6%

営業利益率 5.4% 3.8% -1.6pt -

為替レート        円／ドル 159.88 152.00 -7.88(円高) -4.9%

円／バーツ 4.86 4.60 -0.26(円高) -5.3%

           円／ドン 0.00600 0.00570 -0.0003(円高) -5.0%

売上製品構成の変化に伴い立上げコストの負担が増加する影響から、
単年度では利益が一時的に減少するものの、当該局面は将来成長に向けた成長投資フェーズ

２. 202７年3月期 業績見通し

なお、本日開示の「投資有価証券売却に伴う特別利益の計上見込みに関するお知らせ」に記載のとおり特別利益620百万円を計上

（金額単位：百万円）
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2025年度 増収効果 材料費変化 設備費 研究開発費 労務費 販管費 操業費変化 2026年度

減益:6.7

売上高
437億円

売上高
448億円

増収:10.1

※為替換算影響▲10億円含む

（金額単位:億円）

営業利益

営業利益

・新規立上り設備
・新事業
・要員増強

２. 202７年3月期 業績見通し 【営業利益変化】

売上構成変化
1.8億円

効率改善
+4.5億円

成長コスト
9.3億円
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３. TOPICS   

北米新規投資：
約$43M(トヨタ系＋Honda)／総額 約$55M
FY26–27量産立上げ → 中期売上基盤を確保

事業構造転換を加速
HEV×顧客幅出しで成長基盤を確立

32,449 32,869 
33,842 
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部品製造事業部 売上予想推移

既存ICE

既存HEV

新規HEV

派生HEV

中止BEV

FY26 Topics 実現価値 経営インパクト

HEV用部品の
新規受注獲得

BEV減速下でも
成長領域を確保

ICE依存からの
構造転換を前進

トヨタ系企業への
販路拡大

顧客/製品幅出しを
実現

特定顧客への
依存リスク低減

新製品創出基盤を
実現

次世代モビリティ
領域への展開加速

Honda案件も
継続受注

既存顧客基盤を
維持

安定的な収益基盤
確保

xEV製品売上比率(%)

26%
30% 30%

31%
52%20%13%

(百万円)

新設アルミ自動加工ライン(トヨタ系)新規アルミダイカストライン(650t 仕様)



１. 2026年3月期 決算概況

２．2027年3月期 業績見通し

３．TOPICS

４．長期経営計画 「Next35」   

  

CONTENTS



1948年創業より、お客様 社員と共に成長

法人：６
製造：５工場
販売：10店舗

法人：３
製造：３工場

お客様から “選ばれ続ける理由” ： 課題解決を提案し続けてきた

海外

国内

創業

2026年3月期（連結）
売上高：437億円
従業員：1,383名

79年の積み重ね

４．長期経営計画 「Next35」 1） Group Purposeの策定 ～ 成長の軌跡 ～



TNKGr 価値創造プロセス

人口減少/人材難資本市場の要求水準上昇

AI＋自動化 電動化

・事業環境変化により既存事業のみではグループの成長が出来ない
・グループ成長に向けた事業ポートフォリオ変革を含めたPurpose/経営計画の策定が必要

４．長期経営計画 「Next35」 1) Group Purposeの策定 ～ 事業環境 ～



Purpose＝既に流れているDNAの言語化及び長期計画達成における経営判断軸

４．長期経営計画 「Next35」 1) Group Purposeの策定 ～ Purpose ～



事業部 Vision

『 Beyond the Limits 』 次世代モビリティの進化を決定づける不可欠な機能と価値の供給源

ものづくり企業の未来に不可欠な、課題解決の製造SIer

時代と人の変化に即応し、最適な価値を提供し続ける価値共創パートナー

TNKGr Purpose
（存在意義）

Gr.Purposeの基に３事業部はVISIONを掲げ、事業成長を目指した
長期経営計画 「 Next35 」 を本年度よりスタート

４．長期経営計画 「Next35」 １)  Group Purposeの策定 ～ 事業部Vision ～

部品製造

ソリューション

モビリティ



・ 積層モーター 巻き線接着 （So）

・ 自動搬送機 工場FA       （So）

・ 新規 立ち上げ/参入(全事業部)

・ アルミダイカスト製品 (Pm)   
・ 金型  (Pm)   

・ AM  (Pm) ※AM：金属3Dプリンター

・ 車両販売 メンテナンス パーツ （Mo）

・ 新規 立ち上げ/参入
 

・ 航空宇宙部品  （Pm）

 ・ ライフサポート （Mo） 
 ・ 新規 立ち上げ/参入

・ 金属塑性/切削/研削加工 （Pm）

・ 安定収益を確保しつつ収益向上と成長を両立できるポートフォリオの構築

←

市
場
ニ
ー
ズ

→

← ROIC/収益性 →

高

低 高

新規・次世代 成長牽引

基盤・育成価値再構築

Pm : 部品製造
So : ソリューション
Mo : モビリティ

New
Value

2025

Mo
23%

Pm
74%

So
3%

203532%

Mo
12%

Pm
43%

So
13%

新事業     16%
Pm 新領域 ８％
Mo 新領域 ８％

目標 ： 営業利益の３０％以上を新事業、新領域で確保

営業利益 2倍へ

４．長期経営計画 「Next35」 2) 事業ポートフォリオ方針

基本方針

目指す姿

■市場の需要と資本効率の二軸で評価

全事業を4つの領域に位置づけ、特性に応じた戦略を推進

 成長性と収益性を高次元で両立するポートフォリオを実現

■価値再構築によるシフト

 既存の部品製造領域は価値再構築を図りつつ、xEV、SDVなど

次世代モビリティ領域に注力し「成長牽引」領域へシフト

■新事業、新領域の創出

 既存事業をはじめ新価値創造に向けた新領域の開拓、新たな事業

の柱作りに向けて積極的にМ&Aを活用しポートフォリオを再構築

 



４．長期経営計画 「Next35」 3) 事業部戦略 ～ 部品製造 ～

地球に優しいものづくりを追求し、世界のパートナーと新しい価値を共創する

①デジタル化による人材リソースシフト
②VC活動による共創スキーム実行

xEV起点で進展する熱マネジメント領域
に経営資源を充当し、高付加価値商品   
拡大による収益構造転換を加速

既存ICE領域からの深化アプローチ
隣接新規幅出 FY26～30：xEV中心
周辺探索実現 FY31～35：新領域拡張

社外パートナーとの共創スキーム強化で、事業収益モデル転換を加速させる

『Beyond the Limits』 次世代モビリティの進化を決定づける不可欠な機能と価値の供給源

Mission

Vision

本図は概念イメージであり、
具体的な顧客・製品情報は機密保持のため

一部省略しています 



４．長期経営計画  「Next35」 3) 事業部戦略 ～ ソリューション ～

人口減少社会の壁を越え、ものづくり進化をクリエイティブで牽引する

Newソリューション

高付加価値と持続可能なビジネスモデルの構築を目指す

ものづくり企業の未来に不可欠な、課題解決の製造SIer

製造自動化ソリューション 電動装置製造ソリューション

〇 高付加価値の追求
〇 規模拡大による利益確保
〇 新時代のビジネスモデル構築

Mission

Vision



お客様の人生の「動き」に寄り添い、その時々に必要な価値を探求し提供し続ける

「車両販売」中心から、「ご利用期間全体」で価値を高めるプラットフォーム事業へ

・地域モビリティ需要の成熟化
・人材制約を前提とした事業運営の必要性
・お客様ニーズの多様化・高度化

事業環境の変化

・商材拡大、広域化の取り組み
  ・業務品質向上と生産性改善の両立
  ・グループ連携によるサービス価値の拡張

取り組み方針

今後の方針(FY30～35に向けた重点戦略)

車両販売

車両整備

板金塗装

中古販売

レンタカー

生活支援

顧客生涯価値（LTV）
最大化

・・・

・・・

４．長期経営計画 「Next35」 3) 事業部戦略 ～ モビリティ ～

時代と人の変化に即応し、最適な価値を提供し続ける価値共創パートナー

Mission

Vision



2025 2030 2035

STEP１となる中期目標
事業領域の拡大と資本効率の改善

ポートフォリオ変革の実現
さらなる成長サイクルへ

営業利益、ROIC、ROEの３つの目標指標を掲げ事業収益性と資本効率の向上を目指す

４．長期経営計画 「Next35」 4) 経営目標

25億円

7％

7％

４３億円

１０％

8％
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‥‥

‥‥
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基盤整備 成長加速 構造転換

23億円

5％

５％

‥‥

‥‥

‥‥

営業利益

ROE

ROIC

営業利益

ROE

ROIC

営業利益

ROE

ROIC



2026年度～2030年度のキャピタルアロケーション

手元資金の活用等

営業CF

300
億円

成長投資

350
億円

株主還元

キャッシュイン キャッシュアウト
■ 成長投資

１） 戦略投資
 ROIC向上に向けた成長戦略の構築及び
 実行に向ける投資

• 成長投資を最優先に、資本効率を意識した投資判断を徹底

• 株主還元は、投資機会及び財務状況を踏まえ機動的に実施

• 資本の滞留を回避し、最適な資本構成を意識した資本配分を実行

基本方針

長期的な企業価値向上を目指して成長投資を積極的に行う

戦略投資

２5０億円

M&A

１００億円

２） M&A
 新領域の開拓、新たな事業の柱作りなど

事業ポートフォリオ変革に向ける投資

４．長期経営計画 「Next35」 5) キャピタルアロケーション



• 配当性向３０％を目標水準として安定的かつ段階的な株主還元

• ROE及び株主還元の観点からの機動的な自己株式取得など

基本方針

配当性向 15.7% 7.6% 9.6% 17.3% 2６.０%

1株当たり年間配当額（円）

6
8

22

32 32
34

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3 2031/3 2036/3

予想

２２．０％
予想

自社株 1.2億円
（15万株） 取得

成長投資とバランスを取りながら
段階的に配当性向30%を目標水準とする

202７年3月期

自社株取得を実施予定

総額11億円程度

今後も機動的な自社株買いを検討

４．長期経営計画 「Next35」 6) 株主還元方針

営業利益、 ROE、ROICの３つの目標指標を掲げ事業収益性と資本効率の向上を目指す



幾多の挑戦をしたグループの力で必ず乗り越える

・既存事業の減少

・価格競争の激化

・地政学上の市場変化

・新事業投資失敗

・研究開発の増加

・短期利益の低下

・投資回収の長期化

・役割の変化

・必要スキルの変化

・仕事の進め方変化

市場リスク 経営リスク 組織リスク

市場/経営/組織リスクを総合的に勘案して
挑戦しないリスクの方が大きい

４．長期経営計画 「Next35」 7) リスクと覚悟







お問い合わせ先
管理本部 経営企画部
URL： https://www.tanasei.co.jp/contact/

注意事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる
可能性がありますことをご了承ください。

https://www.tanasei.co.jp/contact/
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